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住友化学と東京⼯業⼤学 
「住友化学次世代環境デバイス協働研究拠点」設置の調印式を開催 

 
 

住友化学株式会社（以下、住友化学）と国⽴⼤学法⼈東京⼯業⼤学（以下、東京⼯業⼤学）
は、このたび、環境に配慮したデバイスの社会実装に向けて、次世代量⼦デバイスの重要材
料の⼀つとして期待される「強相関電⼦材料」の実⽤化促進を⽬的とした「住友化学次世代
環境デバイス協働研究拠点」を東京⼯業⼤学オープンイノベーション機構の⽀援のもと設
置し、4 ⽉ 10 ⽇に調印式を⾏いました。 
 

電⼦同⼠が強く相互作⽤しあう物質群は「強相関電⼦材料」と呼ばれ、物質内で数多くの
電⼦同⼠が、電荷、スピン、軌道等を通じて相互作⽤しあう結果、その多くの⾃由度を⽣か
し、複雑かつ興味深い物性を⽰すことが数々の研究により⽰されています。 
 
 住友化学と東京⼯業⼤学は、最初の取り組みとして、強相関電⼦の原理により磁気的性質
と電気的性質が交差相関応答を⽰す「マルチフェロイックス材料※1」に着⽬し、共同研究を
通じて材料・プロセス開発、信頼性評価ならびにデバイス実証に取り組むこととしました。
その特徴を⽣かした産業利⽤への期待として、超低消費電⼒で駆動可能な磁気メモリなど
の次世代メモリへの応⽤が挙げられます。東京⼯業⼤学が神奈川県⽴産業技術総合研究所
（以下、KISTEC）と既に共同で研究を進めてきた成果にも基づき、KISTEC も含めた三者
で共同研究を推進いたします。 
 
 本協働研究拠点では、クロスアポイントメント※2 も活⽤して、東京⼯業⼤学がこれまで
培ってきた、材料や薄膜加⼯プロセス、信頼性評価に関する幅広く⾼度な知⾒に基づき、低
消費電⼒デバイスの早期実証および社会実装を⽬指します。加えて、強相関電⼦材料やトポ
ロジカル材料※3 などの量⼦マテリアルを次世代エレクトロニクスのプラットフォーム技術
に醸成すべく、量⼦材料開発の⼈材育成およびイノベーション創出を図ります。 
 
※1 強誘電性、強磁性、強弾性などの「強的（ferroic）」な性質を複数併せ持つ物質。電場の印加によっ
て物質の磁化が誘起される（電気磁気効果）など、従来材料とは異なる新奇な応答反応を⽰す 
※2 研究者などの⼈材が、⼤学や公的研究機関、企業のうち 2 つ以上の組織・機関に雇⽤されつつ、それ
ぞれの所属先における役割に応じて研究・開発および教育に従事すること 



 

※3 物性物理学において、伝導状態に関して従来の⾦属と絶縁体という分類ができず、トポロジーという
数学的な概念を適⽤することで伝導状態が理解される物質。物質の内部は絶縁体でありながら、表⾯は電
気を通すなどの通常の物質には起こりえない物性を⽰す�

 

 
写真 左から：住友化学 副社⻑ 上⽥博と東京⼯業⼤学 学⻑ 益⼀哉 

 
 
「住友化学次世代環境デバイス協働研究拠点」の概要 
 名称 

住友化学次世代環境デバイス協働研究拠点 
 

 研究題⽬ 
マルチフェロイックス材料を⽤いた低消費電⼒デバイスの開発 
 

 場所 
神奈川県横浜市緑区⻑津⽥町 4259  
東京⼯業⼤学 すずかけ台キャンパス J1 棟 511 号室 
 

 設置期間 
2023 年 4 ⽉ 1 ⽇ 〜 2026 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
 

 拠点⻑ 
曽根 正⼈ （国⽴⼤学法⼈東京⼯業⼤学 科学技術創成研究院 教授） 
 

 副拠点⻑ 
岡本 敏 （住友化学株式会社 経営企画室 研究企画統括） 



 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 
住友化学株式会社 コーポレートコミュニケーション部 
Email: sumika-kouhou@ya.sumitomo-chem.co.jp 
TEL: 03-5201-0220 
 
国⽴⼤学法⼈東京⼯業⼤学 総務部 広報課 
Email: media@jim.titech.ac.jp 
TEL: 03-5734-2975 FAX: 03-5734-3661 


